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2月25日文殊様にて撮影
（この写真を差し上げます。江南村役場へご連絡を）

一お母さんと合格祈願一

　2月25日は文殊様の縁日。この日静かな日

和に恵まれ、土曜日とあって、午後からの人

出は近年にない賑いでした。折柄、進学・就

職難時代を迎え、我が子の願いを「文殊の知

恵」にあやかり成就させて上げたい親達の真

剣な表情がそこここに見られた。

　
　
財
政
事
情
の
公
表
：
：

　
　
農
業
委
員
き
ま
る
：
：

　
　
転
作
に
御
協
力
を
：
：

容
　
国
民
年
金
保
険
料
改
正

内
駐
在
所
コ
ー
ナ
i
：
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な　
　
交
通
災
害
共
済
加
入
を

もお
　
同
和
問
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シ
リ
ー
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三
角
さ
ん
に
感
謝
状
：

　
　
よ
い
子
の
作
品
：
：
：

　
　
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
：
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＜村勢〉総人ロ…8，932（男4，397女4，535）　世帯…2，056面積…22．34平方キロ （3月1日現在）
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1
村
の
財
政
事
情
の
公
表

生
活
基
盤
整
備
に
全
力
投
球

　
村
の
財
政
事
情
の
公
表
は
、
年
二
回

行
い
ま
す
が
、
今
回
は
昭
和
五
十
二
年

度
の
予
算
に
対
す
る
執
行
状
況
及
び
財

産
、
公
債
の
状
況
を
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
末
日
現
在
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

そ
の
他
、
一

諸
収
入
．
、

F052年度予算に対する

入及び支出の概況
　（12月31日現在）

村繰負分地税自手使繰
　入喋藝諜数墨越

債金製翼攣載宰

和
入

昭
収

国
県
支
出
金
．
．

村
　
　
税
、
．

3億円

す
。　

昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
十
二
億
五
千
五
十
一
万
九
千
円
に
対

し
、
八
億
四
千
三
百
十
二
万
一
千
円
の

収
入
済
額
、
支
出
額
で
は
五
億
五
千
六

2億円

1億円

歳出

］甲圏臣酔割
予算総額 12億5，051万9干円

収入済額 8億4，312万1千円

支出済額 5億5，063万6千円

歳入［ニコ予算額
咬］収入済額

1’

歳出［二二］予算額

　　匿ヨ支出済額

“＝

■　、

農
林
水
産
業
費

教
　
育
　
費

総
　
務
　
費

土
　
木
　
費

民
　
生
　
費

公
　
債
　
費

消

防
　
費

衛
　
生
　
費

議

会
　
費

商
　
工
　
費

そ

の
　
他

地
方
交
付
税
賊歳入

1億円

2億円

3億円
・
）
、
一
）

4億円

（52年12月31日現在）村の借入金の現在高

区　　分 金　額 説　　　　　明

教　育　債 111，997千円 学校・幼稚園・集会所等建設費

土　木　債 151，202 道　路　整　備　事　業

農林水産業債 30，272 農村センター建設費
衛　生　債 501 母子健康センター建設費

民
． 生　債 91，209 保　育　所　建　設　費

減収補てん債 59，900

財政対策債 27，600

合　　計 472，683

十
三
万
六
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
当

初
計
画
さ
れ
た
事

業
は
す
べ
て
順
調

に
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

今
後
年
度
末
に
産

か
け
て
は
、
村
民

体
育
館
の
建
設
及

び
農
業
基
盤
の
整

備
道
路
整
備
事
財

業
等
生
活
基
盤
の

整
備
に
全
力
を
あ

げ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
村

，
民
の
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●

農
業
委
員

き
ま
る

　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

の
改
選
が
二
月
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が

定
数
を
こ
え
な
か
っ
た
の
で
、
無
投
票

で
当
選
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
で
昭
和
五
十
三
年
二
月

十
五
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
二
月
十
四

日
ま
で
で
す
。
当
選
し
た
委
員
は
つ
ぎ

の
か
た
が
た
で
す
。

：　　　教育委員会管理財産
：
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村長管理財産　　　　▼『『

　　　建物

　　　　　　　有価証券，

＼
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野
　
　
原

御
正
新
田

下
押
切

　
　
塩

千
　
　
代

小
江
川

須
賀
広

三
　
　
本

樋
春
南

板
　
　
井

成
　
　
沢

　
　
柴

樋
春
北

　
上
新
田

　
上
押
切

員
が
お
り
、

　
こ
の
ほ
か
、

（
立
候
補
届
出
順
）

嶋鹿上富大橋神

田庭杉田島本谷

大
久
保

政
　
義
現

昭
　
一
現

正
雄
現

昌
　
作
現
，

茂
三
郎
元

充
　
永
現

治
　
明
現

徳
太
郎
現

松新馬島関吉滝

本井場田口野田

　　希嘉忠寿隆

茂益伊明平夫一
新新現現現現現

村
長
の
選
任
に
よ
る
委

　
　
　
　
こ
の
委
員
に
は
農
業
協
同

組
合
、
農
業
共
済
組
合
ご
と
に
推
せ
ん

し
た
理
事
各
一
人
と
村
の
議
会
で
推
せ

ん
す
る
学
識
経
験
者
五
人
以
内
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
確
定

　
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
．

申
請
書
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
選
挙
人

名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
二
月
二
十
三

日
よ
り
十
五
日
間
縦
覧
に
供
さ
れ
、
三

月
三
十
一
日
に
確
定
し
、
そ
の
後
一
年

間
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



（、

r＼

／｛＼

昭和53年3月10日（3）広報こうなん

農家の

ぺト嬰

を力協
、
．
卸

布一
』

‘作転

特定作物（麦・大豆・飼料作物等）の計画転作を

一
、

一，一♪・
一一95鴨騙晶一

嚢
な
ぜ
転
作
を

　
米
の
生
産
と
消

費
の
バ
ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
、
過
剰
米

が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
状

態
が
続
け
ば
、
ま

ず
米
を
入
れ
る
農

協
の
倉
庫
な
ど
が

満
杯
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
過
剰
米
の

処
理
の
た
め
に
、

膨
大
な
金
が
か
か

り
食
管
制
度
が
維

持
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
る
と
米

価
が
下
り
流
通
面

で
も
混
乱
が
生
じ
、

良
質
米
の
少
な
い

本
県
で
は
農
家
が

大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国

で
は
米
の
生
産
を

調
整
し
、
国
内
の
不
足
す
る
作
物
へ
の

転
作
を
今
後
十
年
間
に
わ
た
っ
て
す
す

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
農
家
の
所
得
が
減
ら
な
い

よ
う
に
考
慮
し
な
が
ら
農
業
の
体
質
を

変
え
て
行
く
と
い
う
長
期
的
な
方
向
を

と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
ど
う
か
長
い

目
で
み
て
御
理
解
を
い
た
だ
き
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
転
作
を
し
た
場
合

　
　
　
　
奨
励
金
が
出
ま
す

　
五
十
二
年
度
に
稲
を
作
っ
た
水
田
を

転
作
し
た
り
、
五
十
二
年
度
に
転
作
奨

励
金
を
受
け
た
水
田
（
た
だ
し
、
果
実

で
五
年
、
桑
と
水
田
養
魚
で
三
年
奨
励

金
を
受
け
た
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。
）

を
引
き
続
き
転
作
す
る
場
合
は
、
次
の

よ
う
な
奨
励
金
が
で
ま
す
。

　
さ
ら
に
四
十
六
年
か
ら
四
十
八
年
に

レ
作
付
さ
れ
た
麦
畑

休
耕
奨
励
金
を
受
け
、
そ
の
後
続
い
て

休
耕
し
て
い
る
水
田
も
転
作
を
す
れ
ば

対
象
と
な
り
ま
す
。

種　　　　　　　　　　　類 基　本　額 計画転作による加算

転作奨励補助金 （量に応じて定める額） （率に応じて定める額）

○特定作物：麦・大豆・飼料・そば 50，000円 14，000～2qoOO円

○永年性作物：果樹・桑・アスパラガス 50，000〃 14，000～20，000〃

O一般作物：野菜・こんにゃく・雑穀 50，000〃 9，400～13，000〃

管理転作奨励補助金 35，000〃 9，400～13，000〃

土地改良通年施行補助金 35，000〃
（転作の場合）

※本表は、10アール当り水稲基準収穫量370Kgで計算

三
、
計
画
転
作
を
す
る
と
さ
ら
に

　
　
　
奨
励
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

　
集
落
ぐ
る
み
で
計
画
を
立
て
目
標
が

達
成
さ
れ
た
場
合
は
、
計
画
転
作
と
し

て
奨
励
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
あ
る
程
度
の
転
作
水
田
が
集
団
化

さ
れ
、
さ
ら
に
計
画
に
つ
い
て
市
町
村

長
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
算
額
は
集
落
内
の
転
作
面

積
の
率
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

四
、
農
協
等
に
管
理
転
作
を

　
　
　
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
農
家
が
自
分
で
転
作
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
き
、
そ
の
水
田
を
農
協
が
一

年
間
の
契
約
で
預
り
、
他
に
転
作
希
望

者
が
見
つ
か
る
ま
で
管
理
（
管
理
費
は

水
田
の
所
有
者
が
農
協
に
支
払
う
。
）
を

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

次
の
三
つ
の
や
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⇔
　
転
作
希
望
者
が
見
つ
か
っ
た
場
合

　
に
は
、
農
協
が
仲
立
ち
と
な
っ
て
水

　
田
所
有
農
家
と
転
作
者
と
で
使
用
貸

　
借
契
約
を
結
び
ま
す
。

⇔
　
水
田
所
有
者
と
の
話
し
合
い
で
農

　
協
が
組
合
員
の
農
業
に
必
要
な
共
同

　
利
用
施
設
用
地
（
育
苗
ほ
、
共
同
桑

　
園
等
）
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
水

　
田
所
有
農
家
か
ら
使
用
貸
借
に
よ
り

　
借
り
受
け
ま
す
。

日
　
転
作
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

　
見
つ
か
る
ま
で
の
間
、
農
協
が
い
つ

　
で
も
耕
作
可
能
な
状
態
に
管
理
し
ま

　
す
。

　
前
記
い
ず
れ
の
場
合
に
も
水
田
所
有

者
に
転
作
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
（
こ
の
場
合
は
、
一
年
契
約
で
ニ
ケ

年
ま
で
交
付
さ
れ
、
三
年
目
に
は
、
ち

が
う
水
田
を
実
施
す
る
こ
と
に
ょ
り
、

さ
ら
に
ニ
ケ
年
間
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
）

10a当り麦、大豆への転作は、所得では米に劣りません。

作物 収量 粗収入 所得率
生産物
所　得

奨励金
基本額

合計
所得

奨　励　金
計画加算額 合計所得

米 　kg
420

　　円
120，442

　％

62
　　円
74，674

　円

　

　　円
74，674

円 　　　円
74，674

麦 360 60，570 50 30，285 52，000 82，285
10，000～
　　20，000

92，285～
　102，285

大豆 150 30，238 65．5 19，806 52，000 71，806
10，000～
　　20，000

81，806～
　　91，806

※
く
わ
し
く
は
役
場
・

農
協
・
普
及
所
な
ど

　
に
ご
相
談
下
き
い
。
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”
つ
勝
酌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓

　
　
　
り
　
）

　
の騰

．

↑
成
人
式
が
去
る
一
月
十
五
日
、
中
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
成
人
者
一
一
七
人
が
参

加
し
、
お
と
な
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。

　
毎
年
実
施
し
て

い
る
、
柴
・
千
代

青
年
部
に
よ
る
大

タ
コ
上
げ
大
会
が

一
月
十
六
日
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
畳
六

枚
分
の
大
タ
コ
が

北
風
に
の
り
上
っ

た
瞬
間
。

↑
成
人
式
を
終
え
て
、
な
つ
か
し
い
友

　
達
と
同
窓
会
へ
参
加
。

）

）

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
七
百
三
十
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
分
か
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
一

カ
月
に
つ
き
、
二
、
二
〇
〇
円
で
す
が
、

こ
の
四
月
か
ら
二
、
七
三
〇
円
に
変
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
と
し
を
と
っ
た
と
き
ゃ
、

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
且
的
と
し
て
、

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
支
給
に

必
要
な
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
の
ほ
か
、
国
の
負
担
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
過
去
何
回
と

な
く
、
増
額
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
民
の

生
活
水
準
や
経
済
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

よ
り
多
く
の
年
金
額
と
す
る
に
は
、
そ

れ
だ
け
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

・
そ
こ
で
、
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
昭

和
五
十
三
年
四
月
分
か
ら
一
カ
月
二
、

七
三
σ
円
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
将
来
の
あ
な
た

’
　
　
　
　
　
　
　
の
年
金
を
よ
り
よ

多

　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
Z
　
　
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。
な
お
、
付

　
　
　
　
　
　
　
　
加
保
険
料
は
従
来
F

ど
お
り
一
ヶ
月
四
〇
〇
円
で
す
。

　
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
へ
ど
う
ぞ

　
国
民
年
金
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
強
制
加
入
と
、
希
望
で
加

入
で
き
る
任
意
加
入
と
が
あ
り
ま
す
が
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
、
こ

の
う
ち
任
意
加
入
に
該
当
し
ま
す
。

　
加
入
す
る
と
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金

が
、
ご
主
人
は
勤
め
先
で
加
入
し
た
年

金
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
と
し
を
と
っ

た
と
き
に
老
齢
年
金
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
障
害
年
金
が
、

ご
主
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
の
母
子
年

㎜
現
在
戦
没
墓
の
遺
族
に
対
し
て

晶
特
別
弔
慰
金
（
国
庫
債
券
、
額
面
二
十

晶
万
円
、
＋
年

舳
　
無
利

讃
還
、

晶
子
）
が
支
給

吊
さ
れ
て
い
ま

際
、
請
求

岬
…
期
間
は
五
十

昂
ま
す
の
で
、

金
な
ど
、
強
制
加
入
し
た
人
ど
な
ん
ら

変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と

な
っ
て
か
ら
、
年
金
制
度
に
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期
間
も

老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
の
“
資
格
期

間
”
と
み
な
さ
れ
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
通
常
の
場
合
、
二
十
五

年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
年
金
が
支
給

さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先

ほ
ど
の
“
資
格
期
間
”
と
、
保
険
料
を
・

納
め
た
期
間
を
あ
わ
せ
て
、
二
十
五
年

あ
れ
ば
、
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
年
で
も
保
険
料

を
納
め
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
年
金
が
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
老
後
の
生
活
設
計
に
、
国
民
年
金
へ

加
入
し
て
、
ご
主
人
と
は
別
の
ご
自
分

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

対
象
者
は
、
日
華
妻
が
起
っ
論

日
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
以
後
の
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
没
者
等
の
舳

請
求
し
ま
し
た
か
？

戦
没
者
特
別
弔
慰
金

晶
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
未
請
求
の
方
は
早
め
に
手

晶
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　ノ
’）

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
て
い
な
い
方
で
す
。

遺
族
で
、
昭
㎜

和
五
十
年
四
M

月
百
当
滋

で
同
一
戦
没
晶

者
に
つ
い
て
M

　
　
　
　
　
吊

（
住
民
課
）
晶
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ナ篇駐在所コ

　　死亡事故日本一
今年に入り埼玉県の交通事故は、昨年に

比べて非常に増えており、、特に死亡事故

は全国一の不名誉な記録になっています。

　
今
回
は
、
子
供
の
交
通
事
故
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
　
こ
わ
い
幼
児
の

　
　
　
　
　
行
動
ス
タ
イ
ル

　
子
供
の
交
通
事
故
の
中
に
は
、
大
人

で
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

カ
タ
チ
で
お
こ
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
子
供
の
行

動
の
特
性
が
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
子
供

の
行
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

お
母
さ
ん
方
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
〈
そ
の
一
V
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
る
と
、
ま
わ
り
の
物
が
目
に
入
ら
な

く
な
る
。

　
●
道
路
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い

て
、
車
が
近
づ
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
。

　
●
道
路
の
反
対
側
か
ら
、
親
や
友
達

に
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
手
を
振
っ
て

合
図
さ
れ
る
と
、
い
き
な
り
車
道
へ
飛

び
出
す
。

　
●
親
と
手
を
つ

な
い
で
歩
い
て
い

て
も
、
興
味
の
あ

る
物
（
た
と
え
ば

お
も
ち
ゃ
屋
）
な

ど
を
車
道
の
反
対

側
に
見
つ
け
た
ら
、

つ
な
い
だ
手
を
振

り
切
っ
て
も
飛
び

出
そ
う
と
す
る
。

　
〈
そ
の
二
〉
そ

の
時
そ
の
時
の
気

分
に
よ
っ
て
行
動

が
変
わ
る
。

　
●
う
れ
し
い
こ

と
が
あ
る
と
、
は

し
ゃ
い
で
落
ち
つ

き
が
な
く
な
る
。

ま
た
、
父
母
に
叱

ら
れ
た
り
す
る
と

そ
の
こ
と
ば
か
り

．
夢

〃◎

顧

が
気
に
な
り
、
ま
わ
り
を
見
な
い
で
道
榊

路
を
歩
い
た
り
す
る
。

　
〈
そ
の
三
〉
物
事
を
単
純
に
し
か
理
㎜

解
で
き
な
い
。

　
．
自
分
が
黄
色
い
旗
を
持
っ
て
い
た
…

ら
、
車
は
、
い
つ
ど
こ
で
も
必
ず
と
ま
静

っ
て
く
れ
る
と
思
い
こ
む
。

　
●
走
っ
て
い
る
車
が
止
ま
る
た
め
に
、
｝

ど
の
く
ら
い
の
距
離
が
必
要
な
の
か
が
岬

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
〈
そ
の
四
〉
大
人
の
ま
ね
を
す
る
。

　
●
信
号
を
無
視
し
て
横
断
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
ル
ー
ル
を
守
哺

建

瓢亀
「り

　そ
一7　 『7・

し　くム

どに
もも
が　，1

　静
、蓄＜
、》Q●ノ

『
ら
な
昊
人
寛
W

て
、
そ
の
通
り
の
噛

ま
ね
を
す
る
．
　
噛

〈
そ
の
五
〉
物
㎜

か
げ
で
遊
び
た
が
仙

る
．
　
　
　
犠

徽
灘

以
圭
っ
の
㎜

例
を
あ
げ
ま
し
た
．
噛

車
を
使
用
す
る
方
晒

髭
縫
隷

し
よ
う
・
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

市

丁
　
寸

田
　
壬
丁

交
通
災
害
共
済

　
昨
年
の
四
月
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
交
通
災
害
共
済
は
、
こ
の
三

月
三
十
一
日
に
、
期
間
が
満
了
に
な

り
ま
す
の
で
、
現
在
、
各
字
の
区
長

さ
ん
や
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
に
お

願
い
い
た
し
、
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
最
近
、
交
通
事
故
は
、
わ
ず
か
な

が
ら
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
死
亡
者
、

負
傷
者
は
特
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
お
考
え
に
な
り
、
い

ま
ま
で
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
方
も
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。

”
制
度
の
あ
ら
ま
し
“

　
こ
の
制
度
は
、
不
幸
な
災
害
を
受
け

た
ご
家
庭
を
救
済
す
る
目
的
で
、
埼
玉

県
内
に
住
む
皆
さ
ん
の
加
入
に
よ
っ
て
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
相
互
扶
助
の
共
済

制
度
で
す
。

会
　
　
費
　
一
人
一
ケ
年

　
　
　
　
大
人
：
・
：
：
：
・
六
〇
〇
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
・
：
・
三
〇
〇
円

共
済
期
間
・
：
・
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

　
　
　
　
　
　
月
三
十
一
日
ま
で
の
一

　
　
　
　
　
　
ケ
年
間
で
す
。

加
入
申
込
は
：
一
二
月
三
十
一
日
ま
で
で

　
　
　
　
　
　
す
が
、
途
中
で
も
月
割

　
　
　
　
　
　
会
費
で
加
入
す
る
こ
と

制
度

も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
本
村
の
状
況
ー

　
昨
年
十
二
月
ま
で
の
加
入
者
数
及
び

見
舞
金
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
者
数
：
・
：
：
…
四
、
九
六
五
名

見
舞
金
支
給
件
数
：
・
：
：
：
：
．
十
件

支
給
額
・
：
：
二
、
六
一
〇
、
○
○
○
円

　
こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
の
お
問
い

合
せ
は
、
役
場
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
　
↓
昨
年
小
江
川

　
　
　
　
　
十
字
路
の
事
故

認
難
醤
擦

r
～
モ
～
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
卯
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同

和

問
題
シ
リ
ー

⇔
融
和
運
動
と

K
　
大
正
時
代
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
で

　
す
か
。

T
　
そ
う
で
す
ね
え
。
ま
ず
、
大
正
元

　
年
十
一
月
七
、
八
日
の
両
日
、
内
務

　
省
主
催
の
全
国
細
民
部
落
協
議
会
が

　
開
か
れ
た
こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
そ
の
席
で
、
当
時
の
地
方
局
長
水

　
野
錬
太
郎
氏
は
「
部
落
を
完
全
に
改

　
良
し
て
国
家
の
た
め
有
為
の
民
た
ら

　
し
め
、
も
っ
て
国
家
を
富
強
に
し
た

　
い
」
そ
の
た
め
に
は
「
地
方
の
篤
志

　
家
や
有
力
者
と
協
力
し
、
官
民
合
同

　
で
、
精
神
と
物
質
の
両
面
か
ら
部
落

　
改
良
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
と
、
政
府
の
考
え
方
を
の
べ
て
い
ま

　
す
。

K
　
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
差
別
か
ら

　
の
解
放
と
い
う
よ
り
、
国
の
た
め
と

　
い
う
考
え
方
が
強
い
よ
う
で
す
ね
。

T
　
は
い
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
部
落

　
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
お
上
の
恵
み

　
に
よ
る
も
の
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ

　
た
こ
と
が
特
長
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

　
す
ね
。

　
　
ま
た
、
当
時
の
民
間
運
動
を
代
表

　
す
る
「
帝
国
公
道
会
」
と
い
う
団
体

　
も
ね
ら
う
と
こ
ろ
は
、
人
道
主
義
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
も
と
づ
く
同
情
融
和
運
動
で
し
た
。

　
ど
う
変
っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

　
同
和
地
区
を
自
分
た
ち
の
力
で
改
善

　
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
、
大
正
元
年

　
に
起
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
の
運
動
団
体
の
性
格
は
、

　
上
か
ら
の
奨
励
に
よ
る
官
製
の
団
体

　
で
は
な
く
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に

　
よ
る
自
主
的
な
団
体
だ
っ
た
之
い
う

　
こ
と
で
す
。

　
政
府
の
考
え
方
、
施
策
、
あ
る
い
は

　
官
製
団
体
の
場
合
で
も
、
共
通
し
て

　
い
る
の
は
、
同
和
問
題
が
、
同
和
地

　
区
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
改
善
さ

　
れ
れ
ば
解
決
す
る
と
い
う
よ
う
に
と

　
れ
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
時
代
の
特
徴
は
、
同
和
地
区
の
人
た

　
ち
の
貧
し
い
生
活
実
態
は
、
経
済
、

　
社
会
の
し
く
み
に
原
因
が
あ
る
こ
と

　
を
理
解
で
き
ず
、
同
和
地
区
に
住
む

　
人
々
に
あ
る
と
い
う
見
方
、
考
え
方

　
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　
　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
教
育
課
）

K
　
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
運
動
は
、

T
　
は
い
、
明
治
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

K
　
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
場
合
で
も
、

T
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
明
治
、
大
正

＼）

）

　
村
内
の
名
所
、
史
蹟
な
ど
一
般
に
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
由
来
（
言
い
伝
え
）

を
興
味
あ
る
作
文
に
纒
め
て
広
報
に
寄

稿
さ
れ
、
読
者
に
親
し
み
を
与
え
て
頂

い
て
お
り
ま
す
、
村
内
小
江
川
に
在
住

の
三
角
英
吉
さ
ん
に
、
こ
の
程
、
村
か

ら
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
そ
の
労
苦
に

対
し
感
謝
の
意
を
表
わ
し
ま
し
た
。

　
三
角
さ
ん
が
、
今
ま
で
お
寄
せ
下
さ

三角英吉さんに感謝状

　一郷土の伝説寄稿一

っ
た
作
文
の
題
名
ば
次

の
と
お
り
で
、
振
り
返

っ
て
も
う
一
度
、
こ
の

地
を
確
め
て
見
る
の
も
、

郷
土
の
歴
史
を
知
る
上

で
も
、
大
変
参
考
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
第
一
話
姥
が
沢

50
年
1
0
月
号

　
第
二
話
　
一
夜
土
堤

51

年
－
月
号

　
第
三
話
　
椎
樫
稲
荷

51

年
4
月
号

　
第
四
話
　
大
沼
哀
話

51

年
6
月
号

　
　
民
生
・
児
童

　
　
委
員
を
委
嘱

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
民
生
委
員
の

改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
次
の
か
た
が
た

が
厚
生
大
臣
よ
り
昨
年
十
二
月
一
日
付

で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
五
話
　
夜
泣
地
蔵
尊
　
51
年
8
月

号　
第
六
話
春
の
原
薬
師
如
来
　
52
年

6
月
号

　
第
七
話
　
悲
恋
高
山
　
52
年
1
0
月
号

　
第
八
話
　
行
入
塚
　
53
年
1
月
号

　
↑
感
謝
状
を
受
け
る
三
角
さ
ん

　
民
生
委
員
に
は
知
事
よ
り
児
童
委
員

の
委
嘱
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
民
生
児

童
委
員
と
し
て
、
今
後
三
年
間
、
各
担

当
地
区
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
ま
た
、

私
た
ち
の
一
番
身
近
か
な
相
談
相
手
と

し
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
氏
名
　
担
当
地
区

　
　
今
井
は
る
　
成
沢
下

　
　
水
野
　
辰
三
　
　
成
　
沢
　
上

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
）

長
谷
川
安
雄

　秋長増寺今杉吉橋橋高小持松福※場倉田山井田田本本田島田本田

人　晃好秀ト忠恒国義イ利敏宗轡房
　全治夫モ茂子雄謄ク正男吉子子

樋樋下上上三

春春押押新

南北切切田本

御
正
新
田
下

御
正
新
田
上

須
　
賀
　
広

野
　
　
　
原

小
江
川
　
東

小
江
川
　
西

　
　
塩

板
　
　
　
井

柴
・
千
代

事

　
役
場
職
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
十
日
付
）

○
大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

（
新
設
）
準
備
室
長
　
吉
田
久
雄
（
水

道
課
）
　
○
水
道
課
　
課
長
補
佐
島
山

邦
久
（
総
務
課
）
　
○
総
務
課
　
中
村

雅
夫
（
住
民
課
）
　
○
住
民
課
　
橋
本

安
行
（
教
育
委
員
会
）
　
○
教
育
委
員

会
　
岡
田
恒
夫
（
建
設
課
）

　
役
職
員
交
替

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
五
日
付
）

▼
区
　
　
長

野
　
原
　
笠
原
　
満
（
宅
森
　
正
作
）

　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）
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の
晶

焔
在
碗

よ

「県民の日」記念

入選作文より

　
変
ら
ぬ
郷
土
で
ー
私
は

　
　
　
　
　
　
江
南
中
三
年

　
　
　
　
　
　
　
川
　
島
　
宏
　
子

　
私
達
の
江
南
は
、
め
ざ
ま
し
く
変
り

ゆ
く
町
や
村
の
中
で
、
ま
だ
沢
山
の
自

然
が
残
っ
て
い
る
。

　
毎
朝
鳥
の
鳴
く
声
で
目
を
さ
ま
し
、

蛙
の
鳴
き
声
を
う
る
さ
い
ほ
ど
に
聞
け

る
。
緑
の
多
い
学
校
で
、
季
節
ご
と
に

変
わ
る
木
々
を
眺
め
、
季
節
の
こ
え
に

つ
つ
ま
れ
な
が
ら
勉
強
に
励
む
。

　
け
れ
ど
、
や
は
り
江
南
も
変
っ
て
し

ま
っ
た
。
幼
な
い
頃
の
思
い
出
の
あ
の

道
も
、
あ
の
野
原
も
、
あ
の
川
も
…
…

：
：
ず
い
ぶ
ん
と
変
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
だ
。
以
前
は
、
麦
畑
で
『
い
た
ち
』

が
、
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
顔
を
出
す
の
を

見
た
も
の
だ
が
、
近
頃
は
お
め
に
か
か

ら
な
い
。
山
の
川
の
あ
の
『
か
に
』
も

今
は
一
匹
も
い
な
い
。

　
江
南
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
舗
装

道
路
が
ふ
え
て
、
藁
葺
き
屋
根
も
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
人
々
は
、
便
利
に
す
る

た
め
暮
し
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
を
自
然
に
加
え
て
来
た
。
こ
れ

か
ら
も
な
お
、
加
え
変
え
て
行
く
だ
ろ

r＼

う
。
け
れ
ど
、
一
歩
ま
ち
が
え
る
と
恐

ろ
し
い
こ
と
に
な
る
。
木
々
は
生
気
を

失
い
、
鳥
も
蛙
も
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

　
埼
玉
県
は
首
都
東
京
の
北
に
あ
り
、

東
京
都
か
ら
の
人
口
の
流
入
も
激
し
い

と
聞
く
。
世
の
中
が
進
み
、
産
業
が
発

達
も
し
、
社
会
の
し
く
み
が
複
雑
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
人
間
の
生
活
も
多
様

化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
江
南
村
の
産
業
構
造
を
大
ざ
っ
ぱ
に

見
る
と
な
ん
と
い
っ
て
も
第
一
次
産
業

の
農
業
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
水
稲
、

野
菜
、
し
い
た
け
、
『
栗
、
養
蚕
な
ど
か
。

　
し
か
し
、
こ
の
江
南
村
の
地
域
に
も

工
場
や
建
物
が
、
波
が
押
し
寄
せ
る
よ

う
に
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
だ
け

都
市
化
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
「
自
然
と
人
間
と
の
関
係
」
　
「
自
然

と
人
工
と
の
関
係
」
ど
こ
ま
で
が
人
間

の
生
存
に
適
し
、
ど
こ
ま
で
は
人
間
の

生
活
に
適
さ
な
い
の
か
、
私
に
は
よ
く

　｝一》、　．　ぴ濯

尉ご一～…i饗
禦冷’・’2
ハリノ　　　　　　　　　　が．．．ρ亀へ剃卜、、　ζ〆一

わ
か
ら
な
、
い
が
、
学
校
で
国
語
の
時
間

に
「
自
然
環
境
の
維
持
」
と
い
う
論
説

文
を
勉
強
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
原
始
の
ま
ま
の
自
然

が
、
自
然
の
ま
ま
の
自
然
が
い
ち
ば
ん

よ
い
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
最
後
に

「
こ
れ
ま
で
は
、
自
然
保
護
と
い
え
ば
、

学
問
的
な
価
値
の
高
い
自
然
を
研
究
資

料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
や
、
美
し
い

自
然
、
き
れ
い
な
風
景
を
後
世
に
ま
で

残
し
て
い
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
た
已
と
、
そ
し
て
最
後
に
「
し
か
し
、

今
や
、
そ
れ
に
加
え
て
も
う
一
つ
、
わ

れ
わ
れ
の
住
む
環
境
を
維
持
す
る
た
め

と
い
う
第
三
の
目
的
を
強
く
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
已

と
結
論
づ
け
て
い
た
が
、
確
か
に
そ
う

だ
と
思
う
。

　
「
県
民
の
日
」
の
作
文
が
あ
ま
．
り
に

も
『
自
然
』
に
つ
い
て
の
文
章
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
埼
玉
県
の
広
報
紙
な

ど
に
も
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
人
間
の

生
命
の
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
「
光

る
太
陽
と
緑
と
清
流
」
の
土
台
の
上
に

築
か
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
。

　
文
明
の
象
徴
、
飛
行
機
を
否
定
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。
電
車
や
自
動
車

を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
人

間
が
発
明
し
た
機
械
、
道
具
と
い
う
も

の
を
生
活
に
便
利
に
役
立
て
、
そ
こ
に

調
和
を
考
え
て
い
く
の
が
人
間
の
生
活

の
知
恵
で
あ
り
、
人
間
た
る
ゆ
え
ん
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
へ
＼
、
、

　
　
　
〆

　
や
は
り
春
に
は
れ
ん
げ
草
が
咲
き
、

　
小
川
に
メ
ダ
カ
が
泳
ぎ
、

　
夏
に
は
蝉
し
ぐ
れ
が
「
ミ
ー
ン
ミ
ー

　
ン
」
　
「
ジ
ー
ジ
ー
」
と
鳴
き
す
だ
き
、

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
石
や
、
白
・
緑

　
の
小
石
を
映
し
た
荒
川
の
清
流
が
ほ

　
し
い
。

　
秋
に
は
ス
ス
キ
の
穂
が
お
い
で
お
い

　
で
を
し
、
赤
ト
ン
ボ
が
飛
ん
だ
方
が

　
い
い
。

　
冬
は
冬
で
高
い
鉄
塔
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ

　
i
北
風
が
吹
き
つ
け
る
の
が
い
い
。

圃
竹
の

　
四
月
に
な
る
と
、
竹
の
子
が
出
回
っ

て
き
ま
す
。
竹
の
子
は
正
月
料
理
、
人

寄
せ
の
時
等
、
保
存
し
て
お
く
と
大
変

役
立
ち
、
利
用
価
値
も
高
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
保
存
方
法
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
た
め
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
準
備
す
る
物

一
、
丸
ご
と
ゆ
で
た
小
さ
め
の
竹
の
子

二
、
ビ
ン
（
広
口
の
梅
酒
ビ
ン
が
可
）

三
、
食
塩
と
水

　
保
存
方
法

、
水
一

升
に
食

塩
五
合

位
の
食

塩
水
を
作

な
ん
だ
か
詩
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
度
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
、
な
か

な
か
帰
っ
て
来
て
は
く
れ
な
い
。
私
は

そ
ん
な
「
江
南
村
は
嫌
い
だ
。
そ
ん
な

村
に
は
し
た
く
な
い
」
。

　
『
県
民
の
日
』
っ
て
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
く
日
で
も
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
『
生
き
が
い
』
と
ゆ
と
り

を
希
求
し
、
反
省
す
る
日
で
も
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

子
保
存
法

　
　
　
　
　
柴
　
・
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
柴

鹸　

　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
部

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
つ
　
え

　
り
沸
騰
さ
せ
ま
す
。

二
、
ビ
ン
を
煮
沸
消
毒
し
、
熱
い
う
ち

　
に
竹
の
子
を
八
分
目
位
入
れ
ま
す
。

三
、
沸
騰
し
て
い
る
食
塩
水
を
ビ
ン
の

　
中
に
あ
ふ
れ
る
位
ま
で
入
れ
、
ふ
た

　
を
し
て
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
保
存
の
注
意

一
、
食
塩
は
、
白
く
残
っ
て
も
そ
の
ま

　
ま
入
れ
る
。

二
、
ビ
ン
の
ふ
た
は
、
必
ず
密
閉
す
る
。

　
（
ふ
た
が
ゆ
る
い
と
失
敗
し
ま
す
）

三
、
ビ
ン
は
、
冷
暗
所
に
保
存
す
る
。

　
使
用
法

　
数
日
前
に
ビ
ン
よ
り
取
り
出
し
、
水

　
に
浸
し
て
（
何
ど
か
水
を
替
る
）
お

　
く
と
、
上
手
に
塩
出
し
が
で
き
使
用

　
す
る
。



広報こうなん（8昭和53年3月10日

お知らせコーナー

高
校
の
通
信
教
育
生
募
集
中

　
　
埼
玉
県
立
浦
和
通
信
制
高
等
学
校

学
で
き
ま
す
。

書
や
解
説
書
を
読
み
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

し
て
学
校
へ
送
り
、
月
に
2
回
ほ
ど
日

曜
日
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
る
な
ど

し
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ス
ク

ー
リ
ン
グ
の
会
場
は
、
春
日
部
女
子
高
、

川
越
女
子
高
、
熊
谷
女
子
高
、
秩
父
農

工
高
、
本
校
お
よ
び
浦
和
高
校
の
五
カ

所
で
す
。
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

願
書
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

一
、
募
集
人
員
　
普
通
科
　
約
千
名

二
、
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
者
又
は
同

　
　
　
　
　
　
　
等
以
上
の
学
力
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
る
者
（
年
令
不
問
）

三
、
願
書
受
付
　
昭
和
五
十
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
二
十
日
～
四
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
ま
で
。

四
、
提
出
書
類
　
入
学
願
書
、
中
学
卒

　
　
　
　
　
　
　
業
証
明
書
、
成
績
証

　
　
　
　
　
　
　
明
書
、
健
康
診
断
書
、

　
　
　
　
　
　
　
環
境
調
査
書
、
写
真
。

五
、
入
学
選
考
　
書
類
に
よ
り
行
う
。

　
た
だ
い
ま
埼
玉
県
立
浦
和
通

信
制
高
等
学
校
で
は
左
記
に
よ

り
生
徒
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
と

り
た
い
方
、
一
般
教
養
を
高
め

た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
入

　
　
　
入
学
後
は
家
庭
で
教
科

六
、
願
書
申
込
み
問
い
合
せ

　
　
　
浦
和
市
領
家
五
⊥
二
－
十
五

　
　
　
県
立
浦
和
通
信
制
高
等
学
校

　
　
　
電
話
〇
四
八
八
⑳
四
二
一
三

　
　
後
保
護
指
導
所
の

　
　
　
　
　
　
入
所
生
募
集

　
県
後
保
護
指
導
所
で
は
、
入
所
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
呼
吸
器

・
じ
ん
臓
・
心
臓
の
病
気
を
経
験
さ
れ

た
方
が
職
業
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
こ

ろ
で
す
。

▽
募
集
科
目
　
電
気
器
具
、
洋
裁
、
タ

イ
プ
・
孔
版
、
経
理
事
務
、
製
図

　
訓
練
費
用
は
無
料
で
す
。
希
望
者
は

同
指
導
所
（
0
4
9
3
⑳
0
2
9
5
）

か
最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
に
。

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
昭
和
五
十
三
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
問
を
次
の
と
お
り
設
け
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
縦
覧
を
お
ま
ち

い
た
し
ま
す
。

　
一
、
縦
覧
期
問
　
三
月
二
十
日
か
ら

　
　
　
　
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
二
、
時
　
間
休
日
を
除
き
毎
日

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

）

）

　
三
、
場
　
　
所
　
江
南
村
役
場
税
務

　
　
　
　
課

※
な
お
、
課
税
台
帳
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

四
月
十
日
ま
で
に
審
査
の
申
出
が
で
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

萄
税
に
不
服
総

。
㎜
…
挿
網
鉾
終
紺
播

　
税
務
署
か
ら
更
正
・
決
定
や
差
押
え

な
ど
の
処
分
を
受
け
て
、
そ
の
処
分
に

疑
問
や
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署

衛生関係行事予定表

に
異
議
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
異
議
の
申
立
て
期
間
は
、
処
分
を
受

け
た
と
き
か
ら
ニ
カ
月
以
内
で
す
。

　
異
議
の
申
立
て
に
対
す
る
税
務
署
の

決
定
に
、
な
お
、
不
服
が
あ
る
と
き
は

国
税
不
服
審
判
所
に
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
審
査
請
求
の
期
限
は
、
異
議
の
申
立

て
に
対
す
る
決
定
を
受
け
た
と
き
か
ら

一
カ
月
以
内
で
す
。

　
し
か
し
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人

は
、
異
議
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
な
く

直
接
、
審
判
所
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
審
査
請

月 行　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　間

4
　
　
　
　
　
　
　
月

3日3ケ月児相談 53．1月生まれ 母子センター 1：30
12日三　種　混　合

①5U．1～51．630

②5α1．1～5α630
〃 〃

14日狂犬病予防注射 村内6カ所 ♀：30～3：00

17日妊　婦　検診 村内妊婦 母子センター 1：30
19日1、6ケ月児検診 51．10～

　11月生まれ
〃 〃

21日狂犬病予防注射 役　　　　場 9：30～1L30

27日生　　ワ　　ク
①5271～5Z12．3

②521．1～5za30 母子センター 1：30

5
　
　
　
月

1日3ケ月児相談 53．2月生まれ 〃 〃

12日三　種　混　合 ①5L1。1～
　51．6．30

〃 ゲ

15日妊　婦　検診 村内妊婦 〃 〃

6
　
　
月

5日3ケ月児相談 53．3月生まれ 〃 〃

12日三　種　混　合 ①5L1。1～
　　51．6．30

〃 〃

〆
ず

※この表は予定ですので、変更することがあります。

求
の
期
限
は
、
処
分
を
受
け
た
と
き
か

ら
ニ
カ
月
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
請
求
は
、
裁
判
の
よ
う
に
、
弁

護
士
に
た
の
ま
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ

う
な
、
難
し
い
手
続
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
、
費
用
も
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
新
た
に
税
金

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
税
不
服
審
判
所
は
、
F
悦
局
、
税

務
署
と
ま
っ
た
く
異
っ
た
独
立
の
機
関

で
、
納
税
者
の
正
し
い
権
利
を
守
り
ま

す
。

　
な
お
、
国
税
不
服
審
判
所
の
所
在
地

は
次
の
と
お
り
で
す
。

関
東
信
越
国
税
不
服
審
判
所

　
　
千
代
田
区
大
手
町
一
⊥
二
－
二

　
　
電
話
〇
三
－
二
一
六
－
四
三
四
一

心
配
ご
と
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
を

　
日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
で
お
悩
み
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

　
三
月
、
四
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は

づ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◎
日
時
三
月
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　
い
づ
れ
も
、
午
前
九
時
三

　
　
　
　
　
十
分
か
ら
正
午
ま
で

◎
場
　
所
　
江
南
村
母
子
健
康
セ
ン
タ




